
次の図において，の値を求めよ。ただし，はの二等分線である。１
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とする。，，のとき，の長さを求めよ。
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の延長との交点をそれぞれ，とするとき，次の

ものを求めよ。
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二等分線と辺の延長との交点をとする。

であるとき，線分，の長さを求めよ。
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下の図で，点は△の外心である。それぞれについて，，を求めよ。
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次の図において，点はの外心である。，の値を求めよ。６
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下の図で，点は△の内心である。それぞれについて，，を求めよ。
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次の図において，点はの内心である。の値を求めよ。
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△の外心を，内心をとする。下の図の角，を求めよ。９
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，，である△の内心をとする。

直線と辺の交点をとするとき，：を求めよ。
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右の図において，点は△の重心である。

，の値を求めよ。
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，，である直角三角形について，

その重心をとするとき，△の面積を求めよ。
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下の図において，を求めよ。13
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下の図において，を求めよ。14
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次の図において，：を求めよ。15
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△において，辺を：に外分する点を，辺を：に内分する点を16

とし，との交点をとする。このとき，次の比を求めよ。
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下の図において，，を求めよ。ただし，は円の中心とする。17
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下の図において，角を求めよ。ただし，は円の中心である。18
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右の図において，点は円の中心である。，の値を求

めよ。
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右の図において，の大きさを求めよ。20

下の図において，角を求めよ。21
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下の図において，を求めよ。ただし，は円の中心とする。
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下の図において，を求めよ。ただし，は円の中心とする。
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次の図において，四角形が円に内接している。，の値を求めよ。点は円の24

中心である。
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下の図において，を求めよ。ただし，△の内接円が辺，，と接する25

  



 













 




 






 
 









点をそれぞれ，，，とする。



 







，，である直角三角形に内接する

円の半径を求めよ。
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右の図において，直線は点で円に接して

いる。の大きさを求めよ。
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下の図において，，を求めよ。ただし，直線，は円の接線とする。
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下の図において，点は円の中心で，直線は点で円に接している。，の値を29

求めよ。ではとする。
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右の図において，，は円の接線である。

のとき，次の角の大きさを求めよ。
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下の図において，を求めよ。ただし，直線は円の接線で，は接点である。
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下の図において，の値を求めよ。点は円の中心である。32
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下の図において，の値を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

33

下の図において，を求めよ。ただし，は円の中心，直線は円の接線で，は34
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下の図において，直線は円， に，それぞれ点，で接している。円の35
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半径が，円 の半径がであるとき，線分の長さを求めよ。
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右の図のように，つの円， が点で外接し，さ

らにつの円がその共通接線とそれぞれ点，で接

している。円の半径が，であるとき，円 

の半径を求めよ。
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右の図のように，つの円，が点で

外接している。点を通るつの円の共通

接線を引き，さらにもう本の共通接線

を引く。と円，との接点をそれぞ

れ，，直線と直線との交点をと

する。円の半径が，円の半径がで

あるとき，線分，の長さをそれぞれ

求めよ。
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